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「JA京都にのくに」の最新情報は、公式ホームページ・インスタグラムなどで発信しています。
公式ホームページ公式LINE 公式インスタグラム

農業協同組合
（農協 ·ＪＡ）

農業生産の指導・農産物の販売、金融、
共済など 森林組合 森林整備事業や林産事業など

生活協同組合
（生協 · COOP）

商品供給や共済、医療・福祉事業
など 労働者協同組合 人と地域に役立つ仕事づくり

漁業協同組合
（漁協 ·ＪＦ）

漁場の利用調整、集荷・販売・加工、
営漁指導など

信用組合（しんくみ）
信用金庫（しんきん）
労働金庫（ろうきん）

組合員のための金融機関

協同組合の地域社会における役割：持続可能な地域社会づくりへの貢献協同組合の地域社会における役割：持続可能な地域社会づくりへの貢献

協同組合とは協同組合とは

2025年は

国際協同組合年です

　協同組合は人々がたすけあい、みんなの幸せの実現に向
けて、より良い暮らしや社会を目指す自主・自立の経済組
織であり、運動体です。協同組合はその時々の組合員の課
題解決に取り組んでいます。日本では、さまざまな協同組
合があり、組合員の幸せの実現に向けて同じ協同組合の定
義・価値・原則に則り運営活動しています。

　協同組合は、組合員のさまざまなニーズや願いを叶えることを目的とした組織であり、
不特定多数の人々へサービスを提供するNPO法人などとは性質が異なります。しかし、
組合員は地域社会で生活し働く人々であり、協同組合もまた地域社会の存在があって
こそ成り立ちます。協同組合は地域社会に開かれた組織です。

　そのため、協同組合は自らが属する地域社会の発展に貢献していく必要があります。
例えば、農業協同組合（JA）であれば、農地の保全や豊かな自然環境の維持は、地域住民
の生活や仕事の基盤となる重要な要素です。また、安全・安心な農産物の供給も、地域
社会の発展に不可欠な役割です。近年、農業においては地産地消の推進など、地域社会
との連携を重視した取り組みも活発です。
　このように協同組合は、組合員のニーズに応えるだけでなく、地域社会全体の発展に
貢献することが求められてきています。
　当ＪＡでは、「食がつなぐ地域の農と社会」をキーワードに、持続可能な社会の実現
に向けて貢献してまいります。

■日本の主な協同組合■日本の主な協同組合

　国際年をご存じですか。国連は1957年を国際地球観測年と定めたこと
をスタートに毎年何らかの「国際年」を設けています。これは、世界に共通す
る重要テーマについて、各国や世界全体が１年間を通じて呼びかけや対策を
行おうとするものです。この国際年に今年は国際協同組合年と定められまし
た。2012年に続いて２回目です。協同組合をもっと盛んにして、SDGs（持
続可能な開発目標）をもっと現実のものとするために、国連は協同組合の取
り組み・活動を評価、その果たす役割に期待を寄せています。
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は、「ひと・いえ・くるま・農業」の総合保障で確かな安心をお届けします。 ※�ご提供いただいた個人情報は、JAおよびJA共済連の事業ならびに各種サービスのご提供・ご案内・充実等の目的以外
には利用いたしません。また、JA共済は「個人情報保護方針」を定め、個人情報の保護に努めております。

「食がつなぐ「食がつなぐ地域の農地域の農とと社会社会」を目指して」を目指して

　次世代を担う子どもたちや地域住民への食育活動にも力を入れています。
農業体験イベントや小中学校への出張講座、地元の食材を使った料理教室
などを開催し、食の大切さや農業の役割を伝えています。これらの活動を通
じて、地域全体の農業への関心と理解を深めています。

当ＪＡの
取り組み

「食がつなぐ地域の農と社会」を目指して
JA は、地域農業の振興と地域社会の活性化を目指し、様々な活動を展開しています。

JA は、これからも食の安全や環境、地域の活性化に向けた活動を積極的に行い、「食」を通じて地域社会の発展に貢献していきます。

　地元の農産物を地元で消費する「地産地消」を推進するため、農産物
直売所「彩菜館」を運営しています。生産者と消費者を直接結びつける
ことで、新鮮で安全・安心な農産物を提供し、生産者の所得向上と地
元の食を支えています。

1. 地産地消の推進

2. 食育活動と地域連携

　農業者をはじめ、地域住民の豊かな生活をサポートする
ため、多岐にわたる事業を展開しています。農業機械や住
宅、自動車の購入など様々な目的に合わせた融資を行う信
用（金融）事業や、万が一の事故や災害に備える共済（保険）
事業など、地域に根差した事業を展開しています。

JA 京都にのくに
女性大学受講生募集
　ＪＡ京都にのくに女性大学では、2025年度
入学の受講生を募集しています。何か趣味を見
つけたい、自分の時間を有効に使いたい、そんな
方にお勧めのカリキュラムを幅広い分野で構成。
新しい仲間づくりを応援します。

期　間 募集定員
時　間 入校料
対象者

会　場

お申し込み

2025年5月～2026年3月
各回：午前10時～12時ごろまで※１

JA京都にのくに管内在住の65歳までの
女性組合員（または、組合員となっていただける方）
JA京都にのくに本店
（綾部市宮代町前田２０・スーパーマツモト前）※１

recette@ja-kyotoninokuni.or.jp
メールの件名に【女性大学申し込み】と書いて、
下記必要事項を記載の上、お申し込みください。

必要事項 お名前（ふりがな）、生年月日、郵便番号、
ご住所、電話番号、託児の有無

二次元コードからも
メール作成いただけます

※１講座により場所や時間が変更になります。
※２定員になり次第、締め切らせていただきます。
※３女性部会費 500円が別途必要です。
※４�カリキュラムにより、別途材料費を頂戴します。

無料講座もあります。

無料の託児所を開設いたします。
お気軽にご利用ください。

日頃のご愛顧に感謝を込めて、各店舗で大感謝祭を開催します。
ぜひお立ち寄りください。

　当日、600円以上お買い上げの方に、
米粉加工グループ「ゆめっこ」さんの 

米粉シフォンケーキを1個プレゼント!

 ※�数に限りがございます。 
なくなり次第終了とさせて 
いただきます。

2月23日（日・祝）
午前9時～

綾 部 店

3月2日（日）
午前9時～

西舞鶴店

3月1日（土）
午前9時～

福知山店

3月1日（土）
午前9時～

東舞鶴店

4店舗 合計600個

彩菜館合同大感謝祭

JA 京都にのくに企画調整室女性大学事務局
TEL:0773-42-5566　FAX:0773-42-8606お問い合わせ先

先着30名様※2

3,500円 /1年分※3・4 

3. �みなさまのくらしを 
サポートする事業展開

月1回
全11回講座

予定


